
大阪府都市基盤施設維持管理技術審議会

令和２年度　現地確認　議事録

日　時：令和２年１０月３０日（金）１4：１０～１７：１５
場　所：池田土木事務所【現地︓国道423号（豊能町川尻）】
出席委員： 岸田教授（会長）、小山准教授
（事務局）道路環境課北山課長補佐ほか
議事次第：異常気象時通行規制区間及び規制基準の見直し（規制区間の解除（緩和））
○国道423号（豊能町川尻）の異常気象時通行規制区間の現地確認を実施
○現地確認後、委員の意見を踏まえて対応内容を整理　
・（事務局）次の項目に整理。①沢筋の転石対策として沢筋２本に設置した落石防護工の有効性を確認いただいた、②法枠工の中詰部からの湧水に起因する構造物への影響を視野に入れ道路土工構造物点検等により経過を観察する、③法枠工の中詰め植生土のうの劣化状態について伐採や草刈り等により状態を確認し必要に応じて対策を実施する、④劣化した階段の健全性について確認する。
・（小山委員）安定度調査表から浮石転石の対策を実施したので「要対策」から「カルテ対応」で良いと思う。法面から水が出ているのは気になるが、ただちに水抜きボーリングを実施しなければならない状況ではないと思う。排水対策として元々ある排水施設等を機能させれば効果的ではないかと思う。対策工の劣化は少し気になるが、今後予定されている道路土工構造物点検で確認をお願いする。
・（岸田会長）落石対策については対応していただいた。湧水は注視をしていただきたい。湧水量の変化や降雨時に湧水がない場合は躯体等に水圧がかかることもあるため注意すること。　また、湧水の流出状況については、植生を伐採した際に調査いただきたい。早めの対応を推奨する。アンカーは一定効いていると思うが、水の影響でアンカーの劣化も考えられるため注視していただきたい。劣化した手すり階段は植生を伐採した際に確認し、使用できない状態であれば撤去などの対応を検討されたい。規制基準雨量の緩和に関しては、経過を観察することを前提として了解する。
・（事務局）ご意見を踏まえ、湧水の調査や法枠工及び中詰め工の状態を観察していく。　通行規制基準値については、現行の連続雨量２３０㎜に６０㎜を加え、２９０㎜への緩和に向けた手続きを進めていく。
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